
提出書類作成
手引き

大学院予約採用

日本学生支援機構奨学金



奨学金提出チェックリスト

全員記入

全員記入
該当者のみ提出する書類ついては該当欄にチェック

スカラネットを入力し、スカラネット入
力下書き用紙に受付番号を記入

書類を提出する前にチェックリストで確認し
てください。
記入漏れや不備がある場合は受付しません。



日本学生支援機構奨学金申込者票

≪記入のポイント≫

全員記入

全員記入
希望する申込区分番号に〇を付ける
必ずスカラネット入力で申請した情報と一致させる



確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書

①必ず学生本人が記入すること
代筆不可！

②黒ボールペンで記入すること
消せるボールペン不可！！

③住所は現住所（現在住んでいる住所）を記入すること

④記入を誤った場合は誤った箇所を二重線で訂正し、
 近くに正しく記入すること
 修正テープ、修正液の使用不可！！！

様式は大学窓口で配付された『貸与奨学金案内』（紫色の冊子）に挟まっている
ので、切り取って記入

学校番号は記入不要

≪貸与奨学金申請者は全員提出≫



スカラネット入力下書き用紙

必ず記入
・氏名
・学籍番号（学生番号）

スカラネット入力後に発行
される受付番号を記入

大学から付与された
識別番号を記入

✓
提出前であっても便宜上提出
しましたに☑

✓

特に注意する点を示しています。
すべての項目を確認し、記入が必要なとこ
ろはすべて記載のうえ、入力すること。

研究科の専攻コードは
記入不要



スカラネット入力下書き用紙

(1)～(7)から１つ選択

修士相当→2年0か月
博士相当→３年０か月

課程を間違えないでください！

人文社会科学研究科
農学研究科  → 修士課程

理工学研究科 →博士前期課程
（マスター）

理工学研究科 →博士後期課程
（ドクター）

教育学研究科 →専門職学位課程

未入力とする



スカラネット入力下書き用紙

大学院の同じ課程区分で第一種奨学金を受けた
ことがある者のみ記入

例：他大学の修士課程で第一種奨学金を受給し、
本学の修士課程で第一種奨学金を申請する者は
該当する。

※学部学生時代に受けていた場合は記入対象外
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金
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スカラネット入力下書き用紙
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保証制度を選択する

人的保証を選択する場合は
連帯保証人・保証人の選任条
件を確認し、必ず本人に同意
を得てください。

機関保証を選択する場合は
人的保証への変更はできま
せん。

奨学金案内から保証制度を
確認し、選択してください。
（貸与奨学金案内P.15～）

別紙 収入計算書と金額が
一致していることを確認



スカラネット入力下書き用紙

200文字以上記入

200文字以上記入

100文字以上記入

振込先口座情報
を記入

振込先指定口座は 〖本人名義〗のみ！！
※本人名義以外の口座は振込できません

口座情報がわかる通
帳・キャッシュカード等
のコピーP.12に貼り
つける

信託銀行 農協

外資系銀行 ネットバンク

コンビニ銀行 新生銀行

あおぞら銀行 一部の信用金庫

振込できない金融機関

博士後期課程への入学予定
学生は記入すること


Sheet1

								振込できない金融機関 フリコミ キンユウ キカン

								信託銀行 シンタク ギンコウ		農協 ノウキョウ

								外資系銀行 ガイシケイ ギンコウ		ネットバンク

								コンビニ銀行 ギンコウ		新生銀行 シンセイギンコウ

								あおぞら銀行 ギンコウ		一部の信用金庫 イチブ シンヨウ キンコ







収入計算書

必ず該当する方に〇を付ける
変動なし→前年の収入を記入
変動あり→前年度本年見込を記入

貸与奨学金案内（p.22～）を必
ず確認して記入してください。

受給期間・金額が確認できる書類
を証明書として提出
※JASSO受給者はスカラネット
パーソナルの画面印刷でも可

本年見込の奨学金には次のものは含めません。
・現在申請中の奨学金

仕送や授業料など父母
からの負担が該当
裏面の記入が必要

記入した金額が源泉徴
収票や給与支払（見
込）証明書等の証明書
と金額が一致している
こと

1万円未満は切り捨て
万単位で記入すること



収入計算書

給付者の直筆の署名が必要
申請者本人との同一の筆跡で
あった場合は不備となる。

表面の「父母等からの給付（★）」
の金額一致させる

証明書類は貼り付けないで
収入計算書にクリップで留めて
提出してください
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